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1.平成２７年度第２回国外留学助成金審査
筒井学術局長から、申請３件の審査の前に、国外留学助成金の理事会審査方法について再検討いただくよう提案があった。昨年度の理事会で「最近の留学減少傾向を考慮して、今後、よりいい形で進んでいくように審査方法を検討してほしい」という意見があがったことを受け、具体的には、従来の2次審査方法である『理事会当日の参加理事による採点に基づいて助成額を決定する』方式について再検討が求められた。
　理事会参加者による採点は、短時間で深くは見ることができないという短所があるが、理事全員が十分に時間的余裕をもって採点するためには申請書を事前配布する必要があり、個人情報保護を考慮しつつ配布する方法が難しい。又、事務局において閲覧して採点する方法も、理事の負担が大きく、殆ど機能しないと考えられる。
　審議の結果、留学する会員を支援するという本助成金の意義に基づき、これまで申請件数が２件から３件であったことを鑑み、基本的な要件である一次審査基準を満たしていれば、給付金額は予算額を申請者数で割って等分して算出することとなった。但し、等分するのは申請が５件までの場合とし、６件以上の場合は、これまでの採点方式も併用して審査することとなった。申請の採択と給付金額は理事会において承認・決定されることで変わりはない。
　新しく決定した審査方法を今回の申請から採用することとなり、濵本有祐先生、河口浩介先生、豊田康則先生の申請の採択と、それぞれ一律￥167,000円の助成金が交付されることが承認された。

2.平成２７年度学会助成金審査　
今回、２件の申請（「第25回日本意識障害学会」（申請者　香川大学脳神経外科　新堂敦先生）、「第１回日本下肢救済・足病学会－中国四国地方会学会集会－」（（申請者　香川大学形成外科　岡田真衣子先生）があり、学会助成金制度に基づき、審議された。
前者については申請が承認され、規定に基づき10万円の助成が決定した。後者については、学会会長名、及び申請者の学会における役職名を、形成外科医局に確認した上での判断とすることとなり一旦保留とされた。承認された場合、規定に基づき助成額は4万円となる。
また、筒井学術局長から、学会助成金の申請件数が徐々に増えてきている状況であるため、予算上の上限や、締切時期を決める必要が説かれ、審議された。
要項で国際学会開催の場合の支援が最大20万円と決められていることに基づき、年間予算の上限は20万円に決定された。また通常は学会開催に際して遅くとも開催の1年前にはほぼ諸事項が決定しているので、申請の時期は、開催前6か月以上とする現在のままで問題ないとして、「年一回、3月末日を締切日とする」ことを要項に追加することとなった。
　
3.研究助成金外部評価委員推薦のお願い　　　
学外評価委員をお引き受けいただいている中西健先生と島田眞久先生から、業務多忙により評価委員辞退の申し出があり、来年度の学外評価委員は２名減って14名となることが筒井学術局長から報告された。臨床系の先生にもう少し多く学外評価をお願いしたいという希望が執行部会で出ており、後日、再公募することが説明された。

4.第14回総会についての日程及び記念講演会について
高槁会長から、次年度の総会について、日程や記念講演等の計画が述べられた。
[bookmark: _GoBack]例年通り、総会、記念講演、懇親会という流れで開催し、記念講演講師として、法医学の木下先生から同窓の4期生荻田和秀先生（産婦人科医）の推薦があったことが伝えられた。現在、産婦人科を舞台としたテレビドラマ『こうのどり』の原作漫画のモデルとなった先生であり、香川大学卒業生ということで、是非、講師に招聘したいという提案で、下交渉の段階で、日程は来年の5月28日の土曜日が候補日である。総会は従来通り臨床講義棟の１階で予定しているが、記念講演会は、荻田先生に講演とミニライブをお願いしたいということで参加者も増えることが予想され、機材の事前準備も必要であるため、会場を移動して２階で行う予定。荻田先生はジャズピアニストとして、学生時代から軽音部で非常に活躍しておられ、現在もプロとしてライブを数多くこなしておられるということで、ミニライブとしてピアノ、ドラム、ベースでのトリオ編成で演奏を企画する。理事政田哲也先生（7期生）にベースをお願いする他、ドラムを卒業生で選ぼうとしているところで、軽音部OBで見つからない場合は、外部委託を予定している。ライブのメンバー集めの件については、３期生の横井先生が請け負っていただける。外部委託の場合は、謝金として一人１万円程度が必要。音響設備等は軽音部の協力の他におそらく外部委託が必要で、経費としては、軽音部学生さんのランチ代や部への寄付、外部に関しては謝金１万円程度を予定している。講演会に関しては周知対象に、会員、大学関係者、県内の周産期関係者を予定している。講演会終了後は、懇親会（一次会）がある。更に今回は２次会として、有志による、荻田先生を囲んでのセッションを予定。演奏への参加及び聞くだけの参加もありで、会員に限らず誰でも自由参加とする。
尚、翌日、荻田先生は高松市行政が開催する瓦町フラッグ８階における市民公開講座でご講演される予定で、その関連もあり高松市保健所の藤川愛先生（16期生）に、当会の記念講演やミニライブ及び全般の企画構成に関して大いにご尽力いただいており、荻田先生を始め様々な関係者、関係各所への連絡等を全面的に引き受けていただいている。
